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水素を付加した血液透析療法「電解水透析」が 

透析患者のQOL向上に寄与する臨床効果を示唆 
日本トリム・東北大学との共同研究、中間解析を論文発表 

 

 整水器シェアNo.1の株式会社日本トリム（本社：大阪市、代表取締役社長：森澤紳勝）は、国立

大学法人東北大学 慢性腎臓病透析治療共同研究部門と共同で、水素を付加した血液透析療法「電

解水透析」の臨床効果を示唆する論文を発表し、9月13日米国科学誌PLOS ONEに掲載されました。 

 

本研究は、多施設で電解水透析患者と通常透析患者の身体所見および臨床検査値、服薬歴、患者

の自覚症状に関するアンケート等のデータを12ヵ月間収集、比較したものです。その結果、統計学

的に有意に降圧薬の投与量の減少、重度な透析疲労およびかゆみ症状の抑制がみられ、電解水透析

を選択することで透析患者のQOL向上に寄与する臨床効果が示唆されました。今回の論文結果は、

電解水透析と通常透析の長期に渡る予後比較を行う臨床研究(UMIN000004857)の12ヵ月時点の中間

報告です。昨年末で5年間の観察を終えており、総死亡率、合併症罹患状況、入院回数、自覚症状

および各種臨床検査値などの解析を現在進めており、今後さらなる電解水透析の臨床的な優位性を

検討してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■背景 

日本の血液透析は、世界でも質の高さが評価されているものの、透析患者の主な死因である脳心

血管病や感染症はいまだに抑制できていない現状があります。透析患者に観られる不調は、酸化ス

トレスと炎症の亢進が関わっていることが多くの臨床研究により明らかにされてきました。また近

年の研究で、水素ガス（H₂）が抗酸化性を有する事実が明らかにされ、臨床応用の観点で幅広い分

野から注目されてきています。当社では、水素ガス（H₂）を含む透析液を供給する新しい血液透析

「電解水透析」を開発し、これまでも短中期の臨床検討において有用性を観察してきました。現在、

12施設234床（2017年9月現在）において電解水透析が行われています。 

 

■論文概要 

タイトル 

「Possible Clinical Effects of Molecular Hydrogen (H 2) Delivery during Hemodialysis in 

Chronic Dialysis Patients: Interim analysis in a 12 Month Observation」 

News Release 

図1：かゆみを持つ透析患者の割合の変化(一部改編掲載) 
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（和訳：慢性血液透析患者における血液透析中の分子状水素（H2）供与の臨床効果の可能性：観察

調査 12 ヵ月目の中間解析） 

 

共同研究関係者 

国立大学法人東北大学 慢性腎臓病透析治療共同研究部門 中山昌明特任教授 

 

掲載先 

米国科学誌 PLOS ONE 12(9): e0184535 (2017) 

▼オープンアクセス論文のため下記よりご覧いただけます（英語サイト） 

https://doi.org/10.1371/journal.pone.0184535 

 

■研究概要 

試験対象および方法 

7 施設の透析患者 262 名（140 名が電解水透析、122 名が通常透析いずれも通院）を対象とし、

12 ヵ月間連続して治療と並行して前向き観察調査を行い、患者の身体所見および各種臨床検査、服

薬歴、患者の自覚症状に関するアンケートなどのデータを集め、比較解析しました。 

 

結果 

透析そのものの臨床的効果・安全性に違いは見られず、降圧薬の 1 日の投与量（DDD*）、重度な透

析疲労やかゆみ症状に違いがみられ、電解水素水透析を受けた患者はいずれも低値を示しました。

これらのデータは、電解水透析は通常透析に比べ、透析患者の QOL 向上に寄与することにつながり、

臨床的優位性があることを示唆しております。血液透析療法に対して水素ガス（H₂）応用に向けた

観察調査を継続する合理的な根拠が示されました。 

*世界保健機構により規定された薬剤比較のための換算値である 1 日投与量（Defined Daily Dose） 

 

試験形態 

非ランダム化前向き観察調査 

 

 

 

 

 

 

図2：電解水透析による降圧薬必要量（DDD）の抑制（一部改編掲載） 
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■日本トリムとは 

 日本トリムは、電解水素水整水器販売を主軸とした事業を展開し、これまでに100万台を超える販売実績が

あります。当社は世界に先駆け水が持つ機能に着目し、国内外の研究機関との産学共同研究により電解水素

水の新たな可能性（機能）を追求しています。電解水素水の活用は飲用にとどまらず、血液透析へ応用した

『電解水透析®』や、農作物の灌水・散布に利用した『還元野菜®』の栽培など、医療や農業分野への様々な

応用を実現しており、今後も電解水素水をベースに世界へ挑戦するオンリーワン企業を目指します。  

 

■会社名/株式会社日本トリム   

□設立年月日：1982年(昭和57年)6月12日   

□代表取締役社長：森澤 紳勝 （もりさわ しんかつ）   

□資本金：992,597,306円   

□従業員数：481名（関連会社等を含む）   

□企業ホームページ：http://www.nihon-trim.co.jp/  

 

 ＜本件に関する報道関係者様からのお問い合わせ・ご質問＞ 

株式会社日本トリム 広報窓口 平井・浅尾 TEL:03-5511-8660｜080-4781-8164 

＜本研究に関するお問い合わせ・ご質問＞ 

日本トリム MD室 樺山 TEL：06-6456-4633
 


